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論文内容の要旨

本論文は，核酸塩基の一種であるチミンを側鎖に有する数種の高分子および低分子のモデル化合物

の合成とその光反応を取り扱ったもので，機能性高分子の分子設計における新しい方法の確立を目的

としている。その内容は緒言と本文 5 章わよび結語からなっている。

第 1 章では，チミンを含有する高分子および低分子のモデル化合物の合成と光反応を行ない，高分

子化によりチミンの光反応性が増大すること，またその原因が高分子系と低分子系におけるチミンの

光二量化反応の機構の違いによることを明らかにしている。

第 2 章では，高分子系の光反応を異なる 3 種の有機溶媒中で行ない，チミンの光反応が溶媒の変化

により大きく影響されその原因がチミン聞の相互作用におよぼす溶媒効果に依存していることを見い

出している。

第 3 章では，チミンと相補的塩基対を形成するアデニンを含有するモデル化合物の存在下で光反応

を行ない，その効果を検討している。その結果，チミンの光反応はアデニン誘導体の添加により著し

く抑制され，またその原因がチミン・アデニン間の相互作用に基づくことを明らかにしている。

第 4 章では，高分子反応を用いて分子内のチミン含有率の異なる一連の高分子化合物を合成し，そ

れらの光反応を行なっている。その結果，チミンの光反応性は分子内のチミン含有率に大きく依存し，

その原因は，分子内のチミン含有率の変化によるチミン間の相互作用の増減に基づいていることを明

らかにしている。

第 5 章では，チミンを含有する高分子系および低分子系の光反応をポリメチルメタクリレートフィ

ルム中で行ない，有機溶媒中での光反応の結果と比較検討している。その結果，固相にわけるチミン

。
。FO
 

F
h
J
 



の光反応性は溶液中に比べて著しく増大し，本研究における光反応性と高分子構造の関連づけが，感

光性樹脂の分子設計に応用可能で、あることを見い出している。

結語は本論文の総括で 以上の結果をまとめて述べている。

論文の審査結果の要旨

本論文は，核酸塩基の光化学反応性に注目し，新しい高分子モデル化合物の合成とその光反応によ

って高分子の構造 相互作用および機能の発現を相互に関連づけることを目的としたもので，以下の

ような知見を得ている。

1 )核酸塩基チミンを側鎖に含む一連の低分子および高分子モデル化合物を合成し，その光化学反応
=、一、、

を詳しく研究して，高分子系と低分子系の反応性の差異を解明し，高分子効果の重要性を示してい

る。

2) 生化学機能の発現に重要なチミン・アデニン聞の塩基対形成が，チミン聞の光化学的二量化に大

きい影響を与えること，またこの光反応が溶媒の極性によって支配されることなど，工学的な立場

での高分子の分子設計に対しでも 生化学で普遍的にみとめられる反応性や現象をとりこむことの

できる可能性を明らかにしている。

3) チミンを含有する合成高分子間の光二量化は穏和な条件下で溶液中のみならず，高分子フィルム

内でも容易に進行し 従来の対象にされていなかった波長領域でのすぐれた感光性樹脂などとして

応用可能でトあることを示している。

以上の結果は，生化学的に興味ある核酸塩基の光反応性を一連の新しい高分子モデル化合物を用い

て研究し，高分子の構造と機能との関連を明らかにしたもので，その意義は注目すべきものがあり，

また新しい工業化学的応、用への道を聞いた点をあわせて，基礎，応用両面に貢献するところが大きい。

よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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